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　 ニューオリンズは現在のアメリカでも独特の雰囲気を持った歴史的観光都市として栄えている

が、19世 紀からすでにその特殊性は明らかであった。この街の歴史的変遷や人種的混合の ドラマ

性、絵画的なたたずまいによって、ニューオ リンズはしばしば文学作品の舞台になり、また時に

は芸術家集団が形成 される場 ともなった。 しかし複数の異文化が入り交 じった地方色豊かな街 と

して規定 されたイメージがニューオ リンズを拘束することも事実である。この街の観光的、文学

的市場価値を作家がどのように利用 し、もしくは越えようとしたか、さらにはニューオ リンズの

新たな魅力を発見 しつつその伝説化に貢献 したかを考察することにより、ニューオ リンズの文学

空間としての意味を探る。これは多数派優勢の全国的状況のなかで少数民族文化や地方文化の持

続をはかる際に生 じる問題を、地方都市ニューオ リンズに応用して考えることでもある。 しかし

ニューオ リンズは単に少数民族文化を保持して売 り物にする博物館や市場ではない。ニューオ リ

ンズが資本主義、帝国主義を代表することもあ り、国内、氾アメリカ大陸双方の領域でニューオ

リンズは中心 と周縁の両方の機能を果たしうる。本論では二十世紀初めまでに確立 したニューオ

リンズのイメージを概観 し、それをもとに二十世紀前半および第二次世界大戦後に活躍した二人

の南部作家、ウィリアム ・フォークナーとテネシー ・ウィリアムズの描 くニューオ リンズ像を分

析する。二人はアメリカ合衆国にあっては南部という後進地域に属し、一方南部社会の中では白

人男性 とい う点で優位にある点では共通 している。少なくとも表面上保守派のフォークナーと既

成道徳からはみ出 したウィリアムズの二人がそれぞれニューオリンズをどう扱っているか検討 し、

地方文化の植民地化と文学作品の関係を探る。

　 ニューオ リンズの歴史をおさらいしておくと、1682年 ラサールが ミシシッピ川流域を探険 し、

フランス領 としてルイジアナを命名してのち、1723年 にはニューオリンズがルイジアナの州都 と

なっている。 しか し1762年 にはフォンテーヌブロー条約協定によりこの地はスペインに譲渡され

た。その後二度の大火が町を襲い、再建 された建物はスペイン風の様式が多 くなった。それでも

ニューオ リンズは1800年 には再びフランス領 となる。 しか しナポレオンは1803年 広大なルイジア

ナをアメリカに売却 して しまう。フランスがルイジアナを手放 したのは、フランス革命以降の混

乱や、当時の世界各地の植民地の一般的な独立の気運の高まりによって、広大な海外領地を効率

よく管理することができな くなったことが理由とされる。さらに具体的にはフランスのカリブ海

の植民地、サン ・ドミンゴ(後 のハイチ)が 独立のための戦いを優位に進めてお り、ナポレオン

は敗北を見越 してサン ・ドミンゴの食糧供給基地となっていたルイジアナを売却 した、ともいわ

れる(フ ァッグ117-123)。 このようにニューオ リンズは、アメリカ合衆国に属す るまでに、フラ



ンスやスペインのラテン文化、及びカリブ海地域の影響を強 く受けていた。

　この町がアメリカ領となってか らは、1812年 から始まった英国との戦争で1815年 、アンドルー

・ジャクソン率いるアメリカ軍がニューオリンズの戦いで決定的な勝利を納める。その後大統領

となったジャクソンのもと、アメリカ人は土地を求めて西進運動がすさまじく、それを 「明白な

運命」 と信 じる。 ミシシッピ川には蒸気船が行き交い、ニューオリンズの中心の広場はジャクソ

ン広場 と改名され、ニューオ リンズは南北戦争勃発まで、南部を代表する貿易港として繁栄 した。

南北戦争後はニューオリンズに戦前のような栄光は戻らず、鉄道輸送の発展によって、 ミシシッ

ピ川流域の港 という地理的優位 も多少薄れる。 しか し雑多な人種が混 じり合い異国情緒に満ちた

町としての特殊性はむ しろ強調されるようになる。特に1898年 から1917年 はストーリーヴィル地

域の公認売春が売 り物となって、ニューオリンズの性的放縦さが喧伝された。

　 このようにラテン文化の香 り、カリブ植民地文化 との親近性、名門クレオールの伝統、黒人奴

隷や混血人種、薪参者のアメリカ人など、ニューオリンズの複雑な魅力は作家にとって格好の題

材を提供 して くれる。ニューオリンズが文学作品の舞台背景によく登場するようになったのは南

北戦争後、いわゆる地方文学が盛んになってか らである。しかしニューオリンズのイメージはそ

れまでの歴史を通 じて原型がすでにできあがってお り、この町を文学作品の舞台に した人々はそ

の原型を十分利用 している。この地を自分たちの題材 として特権化 して考えがちであった南北戦

争後のニューオリンズゆか りの作家たちを別にして、20世紀初頭までにアメ リカ合衆国全体とし

てニューオリンズが一般にどのような文学的イメージを獲得 していたのか、二つの例からまず確

認 しておこう。
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　 19世紀を通 じてニューオ リンズを印象づける作品のひとつとして思い浮かぶのはス トー夫人の

『アンクル ・トムの小屋』(1852)に でてくるニューオリンズであろう。奴隷に対する扱いがまだ

寛容であると思われているケンタッキー州から売られてニューオリンズにきた トムは、川を下る

蒸気船に乗 り合わせたセント・クレア親子に買い取られ、天使のような令嬢エヴァとその父オー

ガス ト・セント・クレアの信頼を得てまずは穏やかな暮 らしを経験する。セント・クレアは母が

カナダ出身のユグノー教徒であり、カトリック文化とは違 うが、ニューオリンズでは裕福なクレ

オールとして通っている。だが相次 ぐエヴァやセント・クレアの死後、 トムはセン ト・クレアの

冷淡でわがままな妻によって売 りに出され、奴隷市場に立たされたあげ く残忍な新 しい主人 リグ

レーについて郊外の農場にゆき、虐待を受け続けて死ぬ。

　 『アンクル ・トムの小屋』でのニューオ リンズは南部奴隷制の問題を体現 している。情け深い

主人に仕えることができれば奴隷の境遇は少しはましであるが、主人の気まぐれや経済状況の変

化によって奴隷の運は一変する。 クレオールの洗練された文化 と豪奢、プランテーション社会の

階級制、奴隷市場の人間を売買する冷酷さ、奴隷への暴力がニューオ リンズを代表するものと

なっている。

　 ス トー夫人が描 くニューオ リンズが、南北戦争前の北部が抱 くこの町のイメージを代表 してい



た とす れ ば 、世 紀 が変 わ って20世 紀 の 初頭 、 ア メ リカ 民主 主 義 の代 表 詩 人 といわ れ る ホ ィ ッ トマ

ンの ニ ュ ーオ リ ンズ 滞在 を巡 る議論 が 、 ニ ュー オ リンズ の も う一 つ の イ メ ー ジ の典 型 を 語 っ て い

る。 ホ イ ッ トマ ン全 集 が刊 行 さ れ 、彼 の伝 記 が次 々 と発 表 され た こ の時 期 、 彼 の1848年 の ニ ュ ー

オ リン ズ行 き が一 つ の ミス テ リー とされ た。 ニ ュー ヨー クで 政 治 的 論 争 に 巻 き込 まれ て ジ ャ ー ナ

リス トと して の職 を辞 した彼 は 、弟 と と も に ニ ュー オ リンズ へ 行 き、 そ この 新 聞 『ク レセ ン ト』

で働 く。 しか し病 弱 な弟 が ニ ュー オ リン ズ の夏 、 特 に黄 熱 病 の犠 牲 に な る こ とを恐 れ て 、 ホ イ ッ

トマ ン は半 年 も た たず に北 部 へ 帰 る(レ イ ノル ズ122)。 しか しこの ニ ューオ リンズ滞 在 に つ い て

は ホ イッ トマ ン 自身 が曖 昧 に して いた こ と も あ り、 注1)20世 紀 初 頭 の伝 記 作 者 た ち は 想 像 を た く

ま し く した。 ゲ イ ・ウ ィル ソ ン ・ア レン に よれ ば、 ビンズ に よ る ク レオ ール の 名家 出 身 の 女 性 と

の ロマ ン ス説(1905年)を 皮 切 りに 、 バ ザ ル ゲッ ト(1908年)や ド ・セ リン ク ール(1914年)ら

が そ れ を 支 持 し、 さ らに は ホ ロウ ェー の、 ロマ ン スの 相 手 は 女 で は な く男 で あ った とほ の め か す

説(1921年)も あ った(ア レ ン21-22、28-29、30-31、34-35)。 現 在 で は ホイ ッ トマ ンの ニ ュ ー オ

リンズ 滞 在 にそ の よ うな セ ン セ ー シ ョナル な 要 素 はほ とん ど見 い だ され て い な い が(レ イ ノ ル ズ

121)、1892年 の 彼 の死 後 、総 合 評 価 が 初 め て 行 わ れ た20世 紀 初 頭 に は 、『草 の 葉』 の初 版 出版 前 の

彼 の人 生 の一 大 事 が あ っ た場 所 と して ニ ュ ー オ リンズ 滞 在 が 取 り沙 汰 され た 。

　 ホ イッ トマ ンの伝 記 作 者 た ち に してみ れ ば 、 性 につ い て初 め て あか ら さ まに 歌 った 詩 人 の 生 涯

に ロマ ンス を探 した い の は 当然 で あ っ た ろ う。 しか しそ れ に ニ ュー オ リンズ が 選 ば れ 、 しか も相

手 が 名 門 ク レオ ー ル女 性 で あ っ た り、 はた また 男性 で あ った りす る の は、 や は り当 時 の ニ ュ ー オ

リン ズ の一 般 的 イ メー ジ に影 響 さ れた といわ ざ るを 得 な い。 す で に1880年 代 か ら1890年 代 に か け

て流 行 した地 方 文 学 に よっ て ニ ュー オ リンズ の ク レオ ール 社 会 は 有 名 で あ った し、 ホ ロ ウ ェ ー の

ホ モ セ ク シ ュア ル説 の で た1921年 は、 公 認 売 春 が ニ ュー オ リン ズ で廃 止 され て 四年 しか た って い

な い。

　 ホ イ ッ トマ ンは ニ ュー ヨー クで は奴 隷 制 反 対 の論 陣 を張 る こ と もで き たが 、1848年 、 奴隷 制 の

牙 城 ニ ュー オ リンズ で は さす が に 正面 切 っ て論 争 を挑 む こ とが で きな か った 。 この 地 に 滞 在 中 、

彼 が働 い て い た新 聞 に寄 せ た記 事 は 、紀 行 文 や ニ ュー オ リ ンズ につ い て の雑 文 のみ で あ る。 伝 記

作 者 た ち は 、 の ち に ア メ リカ を 代表 す る詩 人 が南 部奴 隷 制 の ま っ ただ 中 に あ って 何 もい えな か っ

た事 実 に感 じる欝 屈 した 思 い を ロマ ン ス の発 明 に よっ て解 消 した 、 と考 え るの は 穿 ち す ぎだ ろ う

か 。 ニ ュー オ リンズ滞 在 を彼 の性 体 験 と結 びつ け た が る伝 記 作 者 た ち は、 こ の町 の 異 国 情緒 、 セ

クシ ュア リテ ィ、 階級 性 、 も し くは ホ モ セ ク シ ュア ル とい う、 社 会 の 中 の マ イ ナ ーな 要 素 を 強 調

し、 ア メ リカ民 主 主義 の代 表 的 男性 詩 人 がそ れ を 自 らの文 学 的成 長 の肥 や しに した エ ピソ ー ドに

仕 立 て上 げ る。 ニ ュー オ リンズ は ホ イッ トマ ンに十 分 な性 体 験 を与 え た土 地 と して 、 彼が 秘 め た

る恋 と と もに北 部 に 帰 って詩 人 と して成 長 した 、 とい う神 話 化 に貢 献 す る。

　 この よ うに20世 紀 初頭 ま で の ニ ュー オ リンズ の一 般 的 イ メ ー ジ は、 南北 戦 争 以前 の奴 隷 市 場 の

冷 酷 さ と暴 力 の記 憶 を と どめ る一方 、 南 部荘 園社 会 や ク レオ ー ル の洗 練 と優 雅 の伝 統 、 階 級 性 、

港 町 の性 的放 縦 や 無秩 序 、異 国情 緒 な どが 入 り交 じっ て い る。 こ の こ と に 地 方 文 学 流 行 時 代 の



ジ ョー ジ ・ワシ ン トン ・ケ ー ブル や グ レイ ス ・キ ン グ、 ケイ ト ・シ ョパ ンな どが 描 くニ ュー オ リ

ンズ が 貢 献 した の は 事 実 だ が 、『ア ンクル ・ トムの 小 屋 』が 示 す よ うに 、ニ ュ ーオ リ ンズ の原 型 イ

メ ー ジは す で に 南 北 戦 争 以 前 に で きあ が って い る 。 そ して 南 北 戦 争 後 は 、 北 部 の 理 性 、 近 代 性 に

対 し南 部 の 感 情 、 暴 力 性 、 封 建 制 が よ り強 調 され 、敗 北 して 優 雅 に ひ れ 伏 す 南 部 と、 理 性 で 抑 制

しきれ な い 心 の 葛 藤 や 罪 意 識 を 性 や 人 種 の 問 題 と して 具 体 化 して い る南 部 、 とい う両 方 の イ メ ー

ジ が定 着 した 。 南 北 戦 争 後 の ニ ューオ リンズ は 商 業 面 で 衰 退 したが 、 地 方 色 で 有 望 だ った こ の地

は 、南 部 に つ い て の これ らの イ メ ー ジを 観 光 に も文 学 に も利 用 して きた 。

　 ル イ ス ・P・ シ ンプ ソ ンは 「文 学 的 中 核 と して の ニ ュ ー オ リンズ－ そ の 諸 問 題 」 とい うエ ッ

セ イ の中 で、 南 北 戦 争 後 の ニ ュー オ リンズ 文 学 が 旧 南 部 を 売 り物 にす る 「地 方 色 症 候 群 」(local-

-color　syndrome　 81)を 示 し、 全 国 的 な観 光 産 業 や 文 学 産 業 の 中 で ル イ ジア ナ の文 学 植 民 地 化 に

貢献 して しま った 、 と指摘 して い る(83)。 確 か に トマ ス ・リチ ャー ドソ ンが 「ル イ ジ ア ナ の地 方

色」 で述 べ て い る よ うに(199-200)、 人 種 や 階 級 、 文 化 な ど歴 史 的 に 様 々 な 対 立 関 係 に 富 む

ニ ュー オ リンズ は 文 学 に と って格 好 の材 料 とな る。 しか もシ ン プ ソ ン(80)や リチ ャ ー ド ソ ン

(199-200)が 指 摘 す る よ うに 、南 北 戦争 後 の近 代 化 が進 ん だ 社 会 で は 、近 代 化 か ら取 り残 され た

よ うな地 方都 市 の 独 自 の文 化 は そ れ だ け で没 個 性 的 な大 衆社 会 の中 で珍 重 され る き らい が あ る。

ケ ー ブル が一 見 大 衆 好 み の ク レオ ールー 族 の物 語 に人 種 差 別 社 会 の 問題 を描 き、 ま た グ レイ ス ・

キ ングが ケ ー ブル の人 種 差 別 主 義 批判 に反 発 し、真 の ニ ュ ー オ リンズ の 良 さを描 こ うと した よ う

に(ブッ シ ュ10-11)、 地 方 文学 で活 躍 した作 家 た ちは ニ ュー オ リンズ を観 光 的 に 利 用 す る意 図

は持 って いな か っ た で あ ろ う。 しか し良 心 的 で あ って も彼 ら は結 果 と して ニ ュ ーオ リンズ の 紋 切

り型 の イ メ ー ジ増 進 に 貢献 して しまい 、 「文 学 植 民 地 化 」 を 止 め られ な い実 態 が残 る 。

　 よっ て ニ ュー オ リンズ を題 材 に選 ぶ こ とに 作 家 は細 心 の注 意 が必 要 で あ る。 地 方 文 学 流 行 時 代

に や は り作 家 とな って い た ヘ ン リー ・ジ ェイ ムズ は 、 『ホ ー ソ ン』(1879年)と 題 した エ ッセ イ で、

ヨ ー ロ ッパ と比 べ て ア メ リカ に は小 説 を は ぐ くむ 土 壌 は 何 も な い 、作 家 が 題 材 に し た い よ うな歴

史 も成 熟 した社 会 も皆 無 で あ る、 と不 満 を述 べ て い る(34-35)。 それ な らば ヨ ー ロ ッパ の影 響 を

長 く受 け た ニ ュー オ リンズ を ジ ェイ ム ズ は意 識 しな か っ た の か 、 気 に な る と こ ろだ が 、彼 は1881

年 出版 した 『ワ シ ン トン広 場 』 で わず か に ニ ュー オ リン ズ に 言 及 して い る。1880年 ケ ー ブ ル は 、

南 北 戦 争 以 前 の 華 や か な ク レオ ール社 会 を題 材 に した 小 説 『グ ラ ンデ ィシ ムー 族 』 を 出版 して い

るが 、 『ワシ ン トン広 場 』 で使 わ れ る ニ ュ ー オ リンズ に は ジ ェイ ム ズの 見 事 な 皮 肉 が 効 い て い る。

　 この 小 説 で 裕 福 な医 師 の娘 キ ャサ リン と結 婚 す る こ とで逆 玉 の 輿 をね ら う青 年 モ リス ・タ ウ ン

ゼ ン トは 、 キ ャサ リ ンの 父に 反 対 され 、 彼 女 が 父 の遺 産 を も ら えな くな る こ とを知 って彼 女 を 捨

て る。 この と き彼 女 の元 を去 るの に 彼 が 用 い る 口実 は 、 綿 花 の買 い 付 け の た め に ニ ュ ーオ リンズ

に行 か な け れ ば な らな い 、 とい うこ とで あ る 。 そ れ に た い し キ ャサ リンは彼 が逃 げ だ そ うと して

い る こ とを 直 感 的 に悟 り、黄 熱 病 の危 険 が い っぱ い の ニ ュー オ リ ンズ な どへ彼 を や りた くな い と

い う(247)。 この 小説 の 時代 背 景 は南 北 戦 争 以 前 の ニ ュ ー ヨ ー ク で 、 ニ ュ ー オ リ ン ズ が ニ ュ ー

ヨ ーク と同 じ く らい港 と して栄 え て国 際 貿 易 港 と して の 野 心 を燃 や して い た 頃 で あ り、 モ リスが



商 用 で ニ ュー オ リ ンズへ 行 く とい うの は おか しな こ とで は な い。 しか し この 小 説 が 出版 され た18

81年 は 南 部 再 建 時 代 が や っ と始 ま った ばか りで ニ ュー オ リ ンズ に昔 の繁 栄 は な く、 こ の町 が 商 業

大 都 市 の 夢 を 断 た れ て 旧南 部 の優 雅 な社 会 の 幻 想 を 売 り物 に してい た と きで あ る。 そ の 時 点 で こ

の 小 説 を 読 む 読 者 は 、 今 まで 甘 い 恋 を さ さや きな が ら実 は 計 算 高 い モ リス が 、 ニ ュ ーオ リンズ で

の 綿 花 買 い 付 け の 商 用 を 口実 に キ ャサ リンを 捨 て よ うとす る事 態 に 出 会 って 、 言 い逃 れ の だ しに

使 わ れ る ニ ュ ーオ リンズ の 胡 散 臭 さを た っぷ り味 わ え る。 さ らに 恋 人 を 去 らせ た くな い キ ャサ リ

ンが 、 黄 熱病 が 蔓 延 す る町 、 とい う野 蛮 な 未 開 の 土地 の イ メー ジで ニ ュー オ リンズ を とら え る の

も、洗 練 され た 異 国 情緒 が 売 り物 の 町 に対 す る 見 事 な ジ ャブ で あ る。 地 方 文 学 が もて はや され た

時 代 に あ って ジ ェイ ム ズ は そ の ス テ レオ タ イ プ の ニ ュー オ リンズ の イ メ ー ジ と現 実 を逆 転 させ て

効 果 的 に使 う、 とい う高度 に洗 練 され た作 家 と して の腕 前 を披 露 して い る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2

　 ニ ュ ー オ リン ズ は19世 紀 末 の地 方 文 学 の流 行 に の った 後 、1920年 代 前 半 に 再 び文 学 的 に活 発 な

時 期 を 迎 え る。 当時 モ ダ ニズ ム の台 頭 と と もに 小 規 模 な 文 芸 雑 誌 が 盛 ん に な った が 、 ニ ュー オ リ

ンズ で も 『ダ ブル ・デ ィー ラ ー』 と い う雑 誌 が1921年 か ら1926年 に か け て発 行 され た。 この雑 誌

の発 行 は 一 つ に は 他 の 文 芸 雑 誌 に 刺 激 され て とい うこ とで あ るが 、 も う一 つ に はH.L.メ ン ケ ン が

雑 誌 『ス マ ー ト ・セ ッ ト』 で1917年 、 南 部 に は 芸術 な ど皆無 で あ る、 と毒 づ い た(メ ンケ ン136)

こ とに対 す る反 発 が あ った。 『ハ ーパ ーズ 』や 『ス ク リブ ナ ーズ』 な どの商 業 雑 誌 の小 市 民 性 を 嘲

笑 し、 『ダイ アル 』や 『イ ェ ール ・レビ ュー』 とい った芸 術 性 の高 い雑 誌 に肩 を 並 べ よ うとい う編

集 者 た ち の高 い理 想(第1巻3号 、82-83)は あ る程 度 実 を結 ん だ。寄 稿 者 に は ア ーサ ー ・シモ ン

ズ を 始 め シ ャー ウッ ド ・ア ンダ ソ ン、 ア レン ・テ イ ト、 ハ ー ト ・ク レイ ン、 ロバ ー ト ・ペ ン ・ワ

レン、 エ イ ミー ・ロー ウ ェル らが お り、 まだ 無 名 の ウ ィ リア ム ・フ ォー クナ ー と ア ーネ ス ト ・ヘ

ミン グ ウ ェーの 詩 が 同 時 に 掲 載 され た こ と も あ った 。 ブル ー ノ ・タ ウ トの エ ッセ イ もの った こ と

が あ る。

　 しか し 『ダ ブ ル ・デ ィ ー ラ ー』 に は 、 マ ックス ・プッ ツエ ル が 指 摘 す る よ うに 、 ラフ カ デ ィオ

・ハ ー ン も象徴 主 義 もダ ダ イ ズ ム も同 等 に 扱 う雑 ぱ くさが あ った(18-19)
。論 説 で 南部 文 学 の 感

傷 性 、偏 狭 性 を排 し、 ケ ーブ ル の 描 くク レオ ー ル社 会 は も う存 在 しな い こ とを強 調 す る が(第1

巻6号214-16)、 一 方 で ア ン ダ ソ ンの エ ッセ イ 「ニ ュ ーオ リンズ 、ダ ブ ル ・デ ィー ラー、 そ して ア

メ リカ の モ ダ ン ・ム ー ヴ メ ン ト」 掲 載 が示 す よ うに 、 ニ ュー オ リンズ の特 色 を最 大 限 評 価 した い

心 情 が 伺 え る。『ダ ブル ・デ ィ ー ラ ー』発行 当 時 、ニ ュー オ リンズ に は この ア ンダ ソ ンや 『ダ ブ ル

・デ ィー ラ ー』 に 出入 りす る連 中 を 中心 に芸 術 家 集 団 が あ り、 ヨー ロ ッパ 旅 行 前 後 の ウ ィ リア ム

・フ ォ ー ク ナ ー も一 時 そ の 中 に い た。 次 に フ ォー ク ナ ー の例 を 挙 げ て ア ン ダ ソ ン と対 比 させ な が

ら、 ニ ュ ー オ リン ズ と い う文 学 空 間 を彼 が ど う考 え て い たか 、 検 討 す る。

　 ア ン ダ ソ ンは1922年 『ダ ブル ・デ ィー ラ ー』の 第3巻15号 に 「ニ ュー オ リンズ 、 ダ ブル ・デ ィ ー

ラ ー、 そ して ア メ リカの モ ダ ン ・ム ー ヴ メ ン ト」 とい うエ ッセ イを 書 き、 現 代 の機 械 文 明 に よ っ

て 均一 化 して し ま った ア メ リカの 中 で 、 ニ ュ ー オ リンズ の よ うに 歴 史 的 な 文 化 を残 して い る地 方



都市に こそ、新 しい文学をはぐくむ環境があると述べる(119、125-26)。 アンダソンは中西部に

いた時から常に機械化、大量生産による無機質な近代社会に危惧を感 じて自作で警告を発してき

ており、彼がニューオ リンズのように独自の文化を残 している町に近代化社会に対する抵抗の砦

を見ようとするのはうなずける。ニューオ リンズで彼 と知 り合ったフォークナーはまだ無名の青

年であったが、アンダソンか ら自分がもっともよく知 っている場所について書 くように、という

忠告を受けている(ブ ロットナー415)。 それまでフランス象徴詩や世紀末芸術にも関心を寄せて

いたフ ォークナーが、ニューオリンズ時代を経た後は故郷を舞台とした一連の小説によって大作

家に成長 していくことを考えると、アンダソンの忠告は正 しかったことになる。

　 しか しニューオリンズでフォークナーは必ず しもアンダソンに全面的に敬服 していたわけでは

ない。アンダソンは1924年 に書いた 「南部 との出会い」(1925年 『ダイアル』誌発表)と い うス

ケッチでフォークナーをモデルにしたデヴィドという青年を登場させている。ニューオリンズに

やってきたデヴィドは常に酒を飲み、それは第一次世界大戦で頭に負傷 してその傷が痛むのを紛

らわせるためなのだ、 と語 り手アンダソンに説明する。南部の荘園屋敷出身だ、 という彼を語 り

手は元の売春宿経営者である陽気で貫禄ある女性のところに伴い、彼女のところでデヴィドは リ

ラックスして眠 った、 というだけの軽い内容だが、題名が示すとおり、フォークナーはある印象

的な南部人 としてとらえられている。アンダソンはこのスケッチを、人生経験豊かな元売春宿の

女将が戦争後遺症に悩む南部上流階級出身の風来坊の青年の心をひととき癒す話に仕立て上げて

いる。それは機械文明の申し子のような戦争による負傷に苦 しむ、落ち目の南部上流階級の青年

の救済に、ニューオリンズの性的寛容 さと母性的安心感を用いるという、少々収ま りの良すぎる

話である。 しかし実際はフォークナーの第一次大戦での負傷は彼がよく好んだ作 り話であり、南

部荘園屋敷出身 というのも、フォークナーがそういったとすれば少々誇張である。フォークナー

がとったお得意の戦争帰 りのポーズをアンダソンがどこまで本気にして作品の材料 としたのか不

明だが、アンダソンが最終的に話を手際よくまとめて満足 したらしいことは伺える。

　フォークナーとしては、戦争に参加 しなかった自分の複雑なコンプレックスか ら生 じる演技を

真に受け(少 なくとも刺激を受け)、 ニューオリンズの人生模様の一断片として提示す る話を書

くアンダソンのナイーブさにある種の失望を覚えたのではないか。注2)二人の作家の間で具体的

に何があったのか定かではない。 ともか く1927年、フォークナーはニューオ リンズで ともにア

パー ト暮らしをしていた建築家 ビル ・スプラトリングの 『シャーウッド・アンダソンと他の有名

なクレオールたち』 というイラス ト画集に序文を書き、アンダソンの文体をまねてやんわ りと揶

揄している。

　フォークナーにとって、アンダソンが地方都市や故郷の村落共同体を機械文明に対抗するもの

として賛美する傾向は、地方文学につながる警戒すべきものである。確かにフォークナーはアン

ダソンの忠告をいれて故郷に関心を戻 した。また彼の最初の小説 『兵士の報酬』(1926)の 結末部

で黒人教会の歌声が力強 く響いて大地の生命力を連想させるのは、アンダソンが1925年 に出版 し

た小説 『暗い笑い』でニューオリンズの黒人の生命力にあふれる笑いが書かれているのに影響を



受けたのであろ う、ともいわれている。 しか しその後フォークナーの黒人の描写は次第に、愚鈍

で人の良い、または生命力にあふれて自然 と共生できる、といったステレオタイプ的なものでは

な くなってゆく。アンダソンは北部出身で転々と居場所を変えたが、南部出身で南部から逃れる

ことはできないと感 じていたフォークナーにとっては、現実の近代社会から取 り残 された骨董趣

味の場 としてニューオ リンズを、または彼の故郷の町を描 くことは自らの文学にとって致命的で

ある。

　フォークナーはニューオリンズ時代に 『蚊』とい う二作目の小説を書いた。その小説の舞台背

景はニューオリンズであるにもかかわらず、その大部分はヨット上の芸術家たちのおしゃべ りで、

ニューオリンズの町はプロローグとエ ピローグにでて くるだけである。登場する芸術家たちはア

ンダソンを始め、『ダブル ・ディーラー』に寄稿する人々がモデルにされたといわれる。フォーク

ナーは この小説で話に夢中な芸術家たちを皮肉っていて、売春宿を除けばニューオ リンズ売 り物

のクレオールもクワドルーン・ボール(四 分の一だけ黒人の血が混 じった女性たちを白人男性が

品定め して愛人に選ぶために開かれる舞踏会)も でてこない。ただひとつ、フォークナーが書 き

込んでいるのは、登場人物の一人、彫刻家のゴードンのア トリエが昔は奴隷が寝泊まりする部屋

だった、とい うことである(14)。 職業作家としてデビューしたばか りのフォークナーはこの小説

で、芸術家と市場の関係を一つのテーマにしている。ゴードンは自分が彫った理想的な若い女性

の トル ソーを売 りたがらない。フォークナーは、心血を注いだ作品を市場に出さねばならない芸

術家は、奴隷市場に出される人身売買の奴隷にも似て、魂の売買を余儀なくされると暗示してい

る。ここでニューオリンズの町は文化 よりむしろ、警戒すべき商業主義の代表 と見なされている。

　フォークナーは 『蚊』のまえにニューオ リンズに関するスケッチをい くつか描 き、『ダブル ・

デ ィーラー』や土地の新聞 『タイムズ ・ピカユーン』に載せている。それらはニェーオリンズの

異国情緒と彼の実験的スタイルの試みが混 じり合ったもので、売春婦や黒人、ユダヤ人など社会

の底辺の人々に焦点が当てられている(『ニューオリンズスケッチ』参照)。 そこではクレオール

社会はでてこないが、確かにフォークナーもニューオ リンズ独特の燗熟した雰囲気を利用 してい

る。しか し芸術と市場を対比させた 『蚊』以降、『標識塔』(1935)で 近代都市ニューオリンズの

商業主義が、また 『野生の棕欄』(1939)で この街の小市民的暮 らしが、それぞれ芸術家的生き方

にあこがれる主人公と対比されるほかは、フォークナーのニューオ リンズ利用は限られている。

それはニューオ リンズ、さらには南部の文学植民地化に作家 として加担することを拒否する彼の

姿勢を示 している。彼の故郷 ミシシッピ州オ ックスフォードはニューオ リンズよりももっと片田

舎の深南部である。 しか しフ ォークナーはニューオ リンズ時代を経て、あくまでもオ ックス

フォー ドが彼の小説の世界の中心であらねばならない、と気づいたといえ よう。注3)ニューオ リ

ンズを舞台とする地方色が売 り物の作品群は、ニューオ リンズが北部やアメリカ全土に対 して特

殊な周縁であることに意味を見いだそ うとして周縁に甘ん じている。フォークナーは、ニューオ

リンズ よりさらに周縁である故郷を中心としてニューオ リンズはあ くまでも周縁 として扱わなけ

れば、彼の作品も同じ植民地性か ら逃れられない、と知ったのである。



　ただしフォークナーは、彼の世界で周縁 として扱われ るべきニューオ リンズが重要な意味を持

つ ことは気づいている。『アブサ ロム、アブサロム!』 は彼の最高傑作の一つであるが、 ここで

ニューオリンズは最初、小説の舞台であるヨクナパ トファ群の周縁として登場する。 ミシシッピ

の片田舎でピュー リタン的な道徳で育った登場人物ヘンリーにとって、ニューオリンズからきた

友人ボンがかの地にオク トルーン(八 分の一黒人の血が混 じっている)の 妻があ りなが らヘ ン

リーの妹 と結婚 しようとするのは問題である。 ましてやボンがヘンリーの父サ トペンがハイチ時

代に最初の妻に産 ませた息子で、しかも黒人の血が混 じっているのであれば、ヘンリーはボンと

妹の結婚を断固阻止しなければならない。父に息子 としての承認を求め、白人の南部父権社会の

構造を揺るがすボンは、ニューオ リンズから来て、しかもそのルーツはカリブ海にさかのぼる。

性的放縦 と混血人種が喧伝されるニューオ リンズは、南部社会の正統を守る保守的なヨクナパ ト

ファ群を震憾 させる周縁だが、その異端と見える都会は南北戦争以前は南部奴隷制を代表する町

でもあった。そこから来たボンがサ トペンに息子としての承認を求めることは、異端として周縁

に追いやられていた場所が実は、南部社会の構造の原点であり、その父権が抑圧 してきた罪や欲

望を明らかにする根源 としての場所であることを示す。

　 フォークナーはこの小説でニューオリンズの陳腐な文学的イメージをパロディ的に用いながら、

それが使い古されたイメージを越えて南部社会を破壊する力 となって戻って くるようにしむける

ことに成功 している。優雅なオク トルーン女性や、ニューオ リンズ育ちのボンの女性的な優美さ、

ハイチの黒人たちの反乱、ブー ドゥー教の呪物などは、文学的ニューオリンズの典型的イメージ

としてよく使われるものである。 クレオール社会を描いたとして有名なジョージ ・ワシン トン ・

ケーブルの 『グランデ ィシムー族』でも、元奴隷の混血美人やどこか女性的な混血の自由黒人の

悲劇、アフ リカの誇 りを失わない黒人奴隷の反抗やブー ドゥー教 の呪いなどが使われている。

『アブサロム、アブサ ロム!』 でこれらのイメージがパロディに終わらないのは、以上のイメー

ジがサ トペソ物語が語られている現在、すなわち1910年 の時点で、サ トペンの荘園建設挫折の謎

を探ろ うとする語 り手に よって新たな意味を発見されるからである。最初これらのイメージ群は、

南北戦争で南部が負けた真の原因、すなわち南部の罪を明らかにしようとする主人公クエンティ

ンたちにとって、過去へ立ち返るための格好の手がか りとなる。特にクエンティンの友人でカナ

ダ人のシュリーブにとっては、南部は伝説的なイメージに満ちたおもしろい場所でしかなかった。

しかしサ トペ ンを知る人々が語る、ニューオ リンズの陳腐なイメージが織 り込まれた話は、若い

クエンテ ィンとシュリーブが想像力で語 り直す過程で新たにサ トペソ家の悲劇の原因としてひし

ひ しと迫って くる。『アブサ ロム、アブサロム!』 でフォークナーは、単に市場で出回る商品 と

なっていたニューオ リンズに、本来この場所が持っていた南部の周縁かつ中心 とい う力を回復 さ

せる。

　 エデ ュア ー ル ・グ リ ッサ ンはそ の著 『フ ォー ク ナ ー、 ミシ シ ッ ピ』 で 、 荘 園 制度 、 奴 隷 制 、 植

民 地 文 化 、 フ ラ ン スの 影 響 な どの点 で、 ニ ュー オ リン ズ が カ リブ植 民 地 との 親 近性 を 持 つ こ とを

指 摘 して い る(29)。 『ア ブサ ロ ム、 ア ブ サ ロム!』 で フ ォー クナ ーは や は りニ ュ ー オ リンズ か ら



ハイチにさかのぼってサ トペンの生涯を追求せずにはいない。ニューオ リンズはフランス領時代、

植民地であったサン ・ドミンゴ(後 のハイチ)の 食糧供給基地であ った。一方 フォークナーが

『アブサロム、アブサ ロム!』 を書き始めた1934年 は、アメリカが1915年 にハイチに軍事介入 し

てから19年間にわたる海兵隊駐留がやっと終わる時である(モ リソン336)。 そ もそ もフォーク

ナーが生まれた19世紀末からアメリカ合衆国は、パナマ運河を巡ってやセオ ドア ・ルーズベル ト

のモンロー主義確認(モ リソン300、 ブローガン464)に 端的に見られるように、中南米やカ リブ

海諸国に頻繁に干渉 している。ハイチでフランス人経営者の農園での黒人暴動を収拾 したサ トペ

ンの話を書 くフォークナーは、執筆当時の帝国主義的アメリカとサン ・ドミンゴ時代のフランス

とハイチ、および小説中の南部社会と黒人奴隷を、ニューオ リンズを通して重ね合わせて考える

ことができたはずである。南北戦争直前にニューオ リンズからやってきて黒人の影を背負 うボン

は、無言のままサ トペソの罪を告発するが、フォークナーの執筆当時の南部白人社会もアメ リカ

合衆国もやは り同様に黒人社会から、または植民地的扱いを受けるカ リブ諸国から追求されるべ

き存在であった。フォークナーは 『アブサロム、アブサロム!』 で、ニューオリンズをその陳腐

なイメージを越えて彼の小説の中の重要な周縁 として展開することに成功 している。

　 フォークナーにとってニューオ リンズは最初、ヨーロッパへの船旅の出発点として、異国情緒

に富み開放的でボヘ ミア生活ができる都会であった。 しかし職業的作家として出発するにあた り

市場 との関係を考えさせる場所 となり、さらには資本主義および帝国主義的な合衆国と封建的南

部社会を二重写 しにできる場にな った。 ミシシ ッピの片田舎の住民であるフォークナーは、

ニューオリンズを中心と周縁の両面として見ることよって、地方色を越えた文学的空間 としての

ニューオリンズの意義をとらえた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 3

　 フォークナーに14年 遅れてやは りミシシッピ州の田舎に生まれ育ったテネシー ・ウィリアムズ

はニューオ リンズを気に入 り、1938年 以来そこで多くの時を過ごした。監督教会派の牧師であっ

た祖父の影響が強かった ミシシッピの幼年時代、またセント・ルイスの無神経で即物的な環境に

とけ込めなかった青春時代の反動のように、ニューオ リンズは ウィリアムズの深酒、薬、ホモセ

クシュアルの傾向を急速に助長 させ、彼はこの地で自らを縛る道徳からの解放を味わった。彼の

ニューオ リンズは、『去年の夏突然に』のように上流階級が住むガーデン ・ディス トリク トを舞

台 としたものは、上流社会の息苦 しさが描かれているケイ ト・ショパンの 『目覚め』に呼応す る

かのようにその偽善ぶ りが暴かれる。それは 『欲望という名の電車』のフレンチ ・クオーター界

隈の猥雑なバイタリティと対照的で、その意味ではウィリアムズのニューオ リンズはこの歴史的

観光都市の図式的イメージを踏襲 して利用している。 しかし 『欲望とい う名の電車』は最初はセ

ン ト・ルイスを舞台に して 『ポーカーの夜』とい う題を持ってお り、ニューオ リンズの話となっ

て強烈な印象が得られるのは確かである(ホ ルディッチ74)。 それならばニューオ リンズは どの

ように 『欲望とい う名の電車』に貢献 したのか、またこの作品はこの町を地方色を越えることが

できたのか。以下 『欲望 とい う名の電車』で、この街を舞台の中心に据えたウィリアムズの



ニューオリンズを検討する。

　 『欲望 という名の電車』のニューオ リンズは、この町の古典的な文学イメージからわずかにず

れている。 ヒロインのブランチ ・デュボワの故郷はミシシッピ州で、彼女の名前や彼女が育った

館ベル ・レーヴは彼女がフランス系の家系であることを示唆するが、彼女はいわゆるニューオリ

ンズのクレオール社会の人間ではない。また彼女と対立するスタンレー ・コワルスキーは黒人で

も混血でもないポーランド系移民の出である。またブランチが訪ねて くる妹ステラとスタンレー

の家はフレンチ ・クオーターのはずれにある。これらの設定はクレオール社会 と黒人に代表 され

るニューオリンズの典型的イメージがさすがに第二次大戦後は旧式すぎるためにこうなった、と

もいえる。それでもクレオール社会と新参者のアメリカ人とい うよく使われた配置は、ブランチ

の旧南部とスタンレーの新南部の対立として継承され、人種差別意識もブランチが名門意識を捨

てず、スタンレーを 「ポラック」とポーラン ド人の蔑称で呼び、社会ダーウィニズム的思考を披

露するせ りふで明らかである。ウィリアムズは第二次大戦後、それまでのニューオリンズの文学

イメージをもとにその変奏を奏でている。

　 この作品で黒人は劇の筋には直接関与しない。しかし彼 らは確かにこの劇で存在 し、白人の登

場人物たちの抑圧 された欲望や恐怖といった感情を増幅させる共鳴箱の役割を果たす。第一場の

最初に端役で登場する黒人女性は性的な冗談口をたたいてブランチが抑圧 している性をあけすけ

に扱 う。また第九場でブランチは死の床についた親族たちを看病 した体験を述べて、病人たちの

血や排泄物の始末に黒人の女の子を雇 うことさえできなかったと漏 らす。スタンレーとブランチ

の対決場面にはしばしば黒人のプレーヤーが弾 く 「ブルー ・ピアノ」の曲が流れる。第十場では

舞台の奥の幻想的なニューオ リンズの街角で、売春婦が落としたハンドバッグの中身を黒人女性

が くすねようとしている。「欲望」とい う名の電車に乗 って 「墓地」行 きに乗 り換え、「極楽通

り」で降 りたブランチは、性と死の二者択一的な生活の緊張から精神に異常を来す直前でニュー

オリンズに逃れてきている。舞台上にほとんど登場しないがその影が常にある黒人たちは、上品

さを取 り繕 う彼女の意識の中で抑圧されたその二つを思い出させる。注4)

　 さらに黒人たちと似た役割を果たすのがヒスパニック系人種である。スタンレーの友人の一人、

パブロはメキシコ人でポーカーの席で性的な冗談を言っている。またタマ リー(挽 肉を トウモロ

コシの粉でくるんだもので中南米料理の一種)売 りはニューオ リンズの風物詩の一つ として顔を

出すが、「あつあつ(の タマ リー)だ よ」という呼び声は食欲 と性欲の両方をそそるように聞こえ

る(第 一、二場)。またスタンレーとその仲間がポーカーを しているとき、ブランチはカーテンの

仕切りしかない隣の部屋で着替えをしながら電灯の真下に立ち、ラジオをつけてザ ビア ・クガー

トのルンバを流す(第 三場)。そのラテン音楽は彼女の無意識の性欲を表す助けとなる。一方、故

郷でのスキャンダルがばれてブランチが追いつめられたとき、メキシコ人の老婆が葬式用の花輪

を売 りにくる(第 九場)。 そして彼女は過去の病人の介護経験を思い出すのだ。黒人の場合 と同

様、ヒスパニック系の人々はこの劇で性と死の両方のイメージを引き受ける。ブランチは ミッチ

の前で気取ってフランス語を使ってみせるが、メキシコ人の老婆が死者のための花輪を勧めると



きのスペイン語は彼女に とって不吉以外の何者でもない。ニューオ リンズの歴史の中でスペイン

は支配階級としての時期があ り、町が二度の大火に見舞われたのち再建された建物はスペイン風

建築になった。しかしこの作品でのヒスパニッ クは中南米系の、黒人 と同じ下層階級 として扱わ

れている。

　 ブランチは南部名門の家柄のプライ ドを保 とうとする。 しか し黒人女中がすべきだ、と彼女が

考える病人の世話をし、メキシコ人老婆に動揺する彼女は、自分と黒人やヒスパニック系人種の

類似性に密かに気づいている。彼らと同様彼女は困窮し、さげすまれ、さらにメキシコ人老婆の

場合は、老化、衰退という意味が加わる。若さと美貌を誇っていたブランチは30歳を過ぎて老化

を極端に恐れているが、それとともに優雅な旧南部の衰退 も彼女は感 じている。新聞の集金に来

た青年に彼女が感 じる魅力は若さと美貌だが、彼が ドラッグス トアでチェリーソーダを味わった

話を聞 くとき、ブランチはそこにアメリカの大衆文化の浅薄な若 さに対する羨望も感 じている。

機械工でボーリングチームの リーダーであるスタンレーが代表する近代機械文明の大衆社会に対

して、 リヒャル ト・シュ トラウスの 『薔薇の騎士』に言及 した りジーチンスキーの 「ウィーン我

が夢の街」の音楽に合わせて踊るブランチが旧世界の人間であることは明らかである。彼女は滅

びゆく貴族的文化にしがみつきながら、その敗残の姿か らニューオリンズのヒスパニッ ク系 と自

分の親近性を感 じ取 り、また故郷からも追われて黒人 と同じ社会の最下層にいる絶望を感 じてい

る。

　一方スタンレーは、ブランチが彼を旧石器時代の野蛮人とけなすように(第 四場)、白人であっ

てもポーランド移民 として差別されている。彼の野性的な性的魅力は官能的な黒人音楽の伴奏に

よって強調されている。それでも第二次大戦で多 くの勲章をもらい、もっとも偉大な国の市民で

あると自慢する(第 八場)彼 は、仲間のパブロをラテン系人種に対する蔑称で呼び(第 十一場)、

男性中心主義で女たちを威圧する。彼はルイジアナのデマゴーグとして悪名高か った州知事

ヒューイ ・ロングを引き合いに出しているように(第 八場)、新南部のがさつな新興勢力である

が、南部社会伝統の父権主義や人種差別主義を(自 分が差別側にまわれる限 り)守 る。紳士でな

いために彼は決してブランチに受け入れられないが、彼の権威志向は、愛国主義にせよ男性中心

主義にせよ人種差別主義にせよ、旧南部の社会構造を継承している。

　 このようにブランチもスタンレーもニューオ リンズの下層階級 との類似性を持ちながら一方で

旧南部の階級社会の基本的思想を継承 している。最後に抹殺されるのはブランチであるので、旧

南部の最上の部分である洗練された感受性、優雅 さが否定される暴力的近代社会、とい う構図は

ある。 しかしブランチは自らの過去を暴露 して一見紳士風の ミッチの偽善性を暴き、南部女性を

神格化 してしまう旧南部文化を糾弾する。名門デュボア家の男たちのセックススキャンダルは大

目に見 られるがブランチのは非難 される南部社会のダブルスタンダー ドは、ブランチが淑女でな

いなら無理矢理セックスをしても良いと大胆な行動にでるミッチによってより明らかである。 さ

らに精神病院施設から来た医師が、旧南部の紳士的父権主義社会さながらに礼儀正しくブランチ

を扱 うと彼女がおとなしくついてゆく様子からは、社会秩序に順応できない者を排除す る旧南部



の冷 酷 さは近 代 社 会 機 構 に 受 け 継 が れ て い る こ とが わ か る。

　 『欲 望 とい う名 の 電 車 』 の ニ ューオ リンズ は 単 に 旧 南 部 の没 落 と新 南 部 の 台頭 を 示 す の で は な

く、性 に 関す る ダ ブル ス タ ンダ ー ドや 権 威 主 義 が 過 去 か ら継 承 され 、下 層 階 級 の存 在 は 変 わ らな

い 社 会 で あ る。 転 落 した ブ ラ ンチ は黒 人 や ヒ スパ ニ ック と同 じ周縁 に追 い や られ るが 、 彼 女 の狂

気 は 旧南 部 と新 南 部 の両 方 を告 発 してい る。 そ れ は 確 か に19世 紀 来 の ニ ュー オ リンズ の 典 型 的 対

立 の図 式 の物 語 性 を越 え て 、 現 実 の社 会 を 批 判 す る もの とな って い る。 しか しブ ラ ンチ の悲 劇 的

な 姿 は 、彼 女 を そ の よ うに した社 会 で あ る ニ ュー オ リンズ を 新 た に 文 学 的 、観 光 的 に 有 名 に して

しま う。 ブ ラ ンチ とス タ ン レーの 対立 ば か りが 脚 光 を 浴 び る と、 ニ ュ ーオ リンズは 敗 北 す る優 雅

さ と性 的生 命 力 の街 と して の 伝 説 を再 生 し、 『欲 望 とい う名 の電 車 』 は ます ま す ニ ュ ー オ リ ン ズ

宣 伝 に貢 献 す る。

　 ウ ィ リア ムズ は ニ ュ ー オ リン ズを 舞 台 に した と きにそ れ は 承 知 して い た で あ ろ う。 彼 は ニ ュー

オ リンズ の ブ ラ ンチ 、 ブ ラ ン チ の ニ ュ ーナ リンズ の強 力 な市 場 性 を 計 算 して い た と もい え る 。 し

か し彼 は ブ ラ ンチ に ニ ュ ー オ リン ズを 通 して永 遠 を見 る機 会 を 与 えて い る。 あ る 日、 ス タ ン レー

の ほ の め か しを 受 け て 彼 女 は 自分 の過 去 が ば れ て 破滅 す る時 が来 るか も しれ ぬ と予 感 す る。 過 去

を 隠 し上 品 さを装 うの に疲 れ た そ の夕 刻 、 ブ ラ ンチ は集 金 に 来 た青 年 に 向か って ニ ュー オ リンズ

の 午 後 に つ い て物 憂 げ に語 る 。 「ニ ュ ーオ リンズ の雨 模 様 の 長 い 午 後 が 好 き じゃ な い こ と?一 時

間 が た だ の 一 時 間 で な くて 両 手 の 中 の ち ょっ ぴ りの永遠 で 、 そ れ を ど う し よ うか っ て 思 うの よ」

(Don't　you　just　love　these　 long　rainy　afternoons　 in　New　 Orleans　 when　 an　hour　isn't　just　an

hour-but　 a　little　bit　of　Eternity　dropped　 in　your　hands-and　 who　 knows　 what　 to　do　with　it?

1830)こ れ は 彼 女 が 青 年 を 引 き留 め るた め に だ け 思 いつ いた せ りふ で は な い 。 こ こで ブ ラ ンチ は

一 時 、 旧南 部 の 盛 衰 も性 と死 のせ め ぎ合 い も越 え て 、 自分 が い る こ の場 が 永 遠 とつ なが る時 間 を

感 じて い る。 そ れ は す べ てが 自然 の あ る が ま ま で肯 定 され 是 認 され る よ うな 場 で あ る。 青 年 の若

さ も 自分 の若 さ と美 貌 の衰 え もそ の ま ま認 め られ る希 有 な時 間 で あ る。 一 瞬 な りと も永 遠 の 中 に

た ゆ た う感 覚を こ の とき ニ ュー オ リンズ は くれ る。 それ は ニ ュー オ リンズに 対 す る ウ ィ リア ムズ

の個 人 的賛 辞 で あ り、 か つ過 去 に重 く縛 られ て い るブ ラ ンチ とニ ュー オ リン ズを この地 の観 光 性 、

歴 史 的 文 学 的 イ メ ー ジか ら解 放 してや る一 瞬 で あ る。 この劇 で は精 神 病 院送 りに な る犠 牲 者 と し

て の彼 女 の 姿 が南 部 社 会 を 告 発 すれ ばす るほ ど、 そ の社 会 を伝 説 化 した ニ ュー オ リンズ 宣伝 に 利

用 され て し まい 、彼 女 が 第 十 一場 で叫 ぶ よ うに 「この場 所 は 罠」This　 place　is　a　trap(1865)に

な る。 「こ こか らで て い き た い」I'm　anxious　 to　get　out　of　here(1865)と 願 う彼 女 の 救 い は 迎 え

に 来 た精 神 病 院 の 医 師 で は な く、 上記 のせ りふ の ニ ュ ーオ リンズ の 午 後 の み か も しれ な い 。

　 ニ ュー オ リンズ 利 用 に 慎 重 だ った フ ォー クナ ー と違 い ウ ィ リア ムズ は 、 自己 の ア ウ トサ イ ダ ー

性 を 強 烈 に意 識 し、 ニ ュ ー オ リ ンズ の特 殊 性 と 自 ら を 同定 した 。 しか し南 部 出 身 の 両 者 と も

ニ ュ ーオ リソズ の周 縁 性 が 周縁 の ま まで はす まな い こ とを知 っ て いた 。 フ ォー クナ ー は 故郷 ミシ

シ ッピの 田 舎町 か ら ニ ュー オ リ ンズ と ア メ リカ合 衆 国 を照 射 し、 ニ ュー オ リンズ が 南部 封 建 社 会



で も帝 国主 義 社 会 で も中心 と して機 能 しえ た事 実 を 明 らか に し、 周縁 とい うニ ュー オ リンズ の脱

神 話 化 を 試 み た。 ウ ィ リア ム ズ は ニ ュー オ リ ンズ に どっぷ り浸 か り、 そ の周 縁 性 を 引 き受 け る 中

で、 歴 史 や 伝 説 や 文 化 的 特 異 性 を 突 き抜 け た 場 所 へ の開 放 を 夢 見 た。 彼 らは そ の試 み が た と え一

時 成 功 した に せ よ、 自 ら の作 品 が 再 び この 町 の観 光 植 民 地 化 に 貢 献 して しま うこ とに 気 づ い て い

た あ ろ う。 フ ォー ク ナ ーの 『標 識 塔』 の ニ ュ ー オ リンズ の 商 業 主 義 や ウ ィ リア ムズ の ガ ー デ ン ・

デ ィス トリク トの 上 流 階 級 の グ ロテ ス ク さは 、 この飽 くな き観 光 化 現 象 に対 す る彼 らの い らだ ち

を示 して い る。 しか し彼 らは 南 部作 家 と して 、 南 部 の一 つ の 典型 的 あ り方 を示 す ニ ュー オ リンズ

の文 学 空 間 の 可能 性 に しば しば挑 戦 せず に は お れ な か った の で あ る。

　 　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　 　　 注

　 　 1ホイ ッ トマンは彼 の全集を編纂 し、最初に彼のニ ューオ リンズ滞在を重要視 したバッ ク博士 に対 し、生

前に事実を 明らかに した り、神秘化 を防 ぐよ うな努力 を何 も行 って いな い(ア レン8)。 彼の死後に伝記作者

たちが どれほ どた くま しい想像 をす るかは知 らなか ったにせ よ、 ホイッ トマン自身、ニ ューオ リンズ行 きの

神秘 化を助長 して しまって いる。

　 　 2アンダソンはすでに1926年4月 に編集者 ホ レス ・リブライ トに宛てた手 紙 の中で フ ォー クナ ーが彼 に

大変 不愉 快 な思 いを させ た ので彼 の こ とに は関わ りた くない 、 と述 べ てい る(も っと もそ れ とは別 に 、

フォー クナーが彼の推薦で初の小説を出版で きることを喜ぶ、たいそ う寛容な一面 も同 じ手紙 で見せ て い る

のだが)(ジ ョーンズ155)。

　 　3田中久男氏はニ ューオ リンズ時代の フォークナ ーは故郷をでて都会派小 説 を書 く野心 を持 って いた で

あろ うと論 じてい る(田 中86-87)。

　 　4トニ ・モ リス ンは 『ス ーラ』 で、体裁 のいい中流生活 を 目指す エ レーヌが危篤 の祖母に会 うため、娘 を

連れ て中西部か らニ ューオ リンズの極楽 通 りに戻 って くる場面を書いてい る(38)。 結局彼女 は祖母 の臨終 に

間に合わ ないが、彼 女の母はニ ューオ リンズの売春婦で、彼 女はず っと避けて生 きてきた母 に再会 す る。舌

津氏 が指摘 する ように、モ リス ンは、ここで もちろん 『欲 望 とい う名の電車』を意識 していたであろ う(舌 津

39)。 世 間体 を気 にす るエ レー ヌをブ ランチ と同 じ場所 に行 かせ ることに よ り(38)、 モ リスンは 白人 の ヒ ロ

インが前 に行 った ことを黒人 女性 にた どらせて一一 もっともエ レー ヌがそ こへ行 ったのは1920年11月 とい う

ことにな っていて(31)ブ ランチ より四半世紀 以上早いが一一黒 人が白人女性 の抑圧 された性 の シ ンボル と

なるウ ィリアムズのテクニッ クが可逆的 に皮 肉に用 い られ るこ とを示 している。
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